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・ オクターヴ 

   弦の１/２の分割点の音 

・ 協和音 

   ２本の弦楽器（１弦琴）から同時に出る音で、美しい響きを

奏でる音 

   主に、同じ張り具合の２本の弦においては、その弦の長さの

比によって協和するかしないかが決定される。 

   特に美しい音の比は、１/２（オクターヴ） と ２/３であ

った。 

・ ピュタゴラス音律 

   弦の ２/３ の分割を重ねることにより、オクターヴを１２

の音階に分割した。  

 

 
 

 

 

 

 

1 時間目の復習



ピュタゴラス音律の不都合 
時代が進むにつれ、ピュタゴラス音律は多くの音楽家によって少

しずつ修正を加えられ、より協和し、美しい和音になるような音律

に変化していった。 

しかし、１６世紀になり鍵盤楽器の出現や、音楽の複雑化により、

今までの音階では対処しきれなくなった。つまり、協和しない和音

が現れてきたのである。 

具体的には、“転調”や“移調”をした後に不協和な和音が現れる

ことがあげられる。 

 

 

なぜでしょうか? 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メモ 



そして、解決策として、、、 

 

平均律 
 ピュタゴラス音律をもとに全ての音階を平均的に取ったもの。つ

まり、全ての隣り合う音同士の比を、全て一定に１２の音階に取っ

た音律。 

 

平均律は、オクターヴ間の１1の音階のそれぞれの弦の長さの比を、

a～kとすると、 

2 : a =a : b = b : c= c : d = d : e = e : f = f : g 

                       = g : h = h : I = I : j = j : k = k : １  

のようにとった音階である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



比例中項 
問題 
   ２と８の比例中項を求めよ。 
 
 



ギリシア時代の比例中項の求め方 

  
        （ユークリッド原論 命題１３） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



日本語訳 

 


